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フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
か
つ
て
現
地
語
に
よ
る
映
画
が
活
発
に
制
作
さ

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
近
年
は
テ
レ
ビ
の
普
及
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画

人
気
に
よ
る
圧
迫
、
映
画
館
の
入
場
料
の
高
騰
に
よ
っ
て
客
足
が
遠

の
き
つ
つ
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
配
給
先
の
消
極
性
な
ど
に
よ
り
、
芸

術
性
の
高
い
映
画
の
制
作
環
境
は
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ

う
し
た
中
で
も
自
主
製
作
な
ど
の
映
画
が
健
闘
し
て
お
り
、
ま
た
芸

術
的
な
映
画
の
製
作
、
鑑
賞
の
た
め
の
環
境
の
充
実
を
図
る
地
道
な

働
き
も
あ
る
。
今
回
紹
介
す
る
映
画
の
監
督
マ
リ
ル
ー
・
デ
ィ
ア
ス

＝
ア
バ
ヤ
女
史
も
、
近
年
後
進
の
指
導
の
た
め
の
学
校
運
営
に
力
を

入
れ
て
き
た
。

デ
ィ
ア
ス
＝
ア
バ
ヤ
監
督
は
、
一
九
九
八
年
に
『
ホ
セ
・
リ
サ
ー

ル
』
の
ヒ
ッ
ト
に
よ
り
大
き
な
成
功
を
収
め
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
独
立

革
命
百
周
年
の
祝
祭
の
高
揚
の
中
で
と
は
い
え
、
三
時
間
に
及
ぶ
、

そ
し
て
有
名
な
国
民
的
英
雄
の
生
涯
を
描
い
た
映
画
が
前
代
未
聞
の

ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
の
に
は
、
丁
寧
な
画
面
作
り
に
よ
る
雰
囲
気
あ
ふ

れ
る
美
し
い
画
像
、
小
説
と
伝
記
の
交
錯
な
ど
の
巧
み
な
構
成
、
味

わ
い
深
い
付
帯
音
楽
と
い
っ
た
作
品
の
水
準
の
高
さ
が
も
た
ら
す
強

い
説
得
力
が
あ
る
。

デ
ィ
ア
ス
＝
ア
バ
ヤ
監
督
は
、『
ホ
セ
・
リ
サ
ー
ル
』
に
続
き
、

一
九
九
九
年
に
『
ム
ロ
ア
ミ
』
で
、
美
し
い
海
の
映
像
を
背
景
に
、

児
童
労
働
に
よ
る
過
酷
な
遠
洋
漁
と
そ
こ
に
お
け
る
人
間
ド
ラ
マ
を

細
や
か
に
描
い
て
い
る
。
こ
れ
も
娯
楽
映
画
の
多
い
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

は
異
例
な
シ
リ
ア
ス
で
地
味
な
映
画
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
美
し
い

画
像
と
音
楽
、
そ
し
て
『
ホ
セ
・
リ
サ
ー
ル
』
で
の
名
声
ゆ
え
も
あ

り
、
人
気
を
博
し
た
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
一
年
の
『
光
、
新
た
に
』

（
原
題
は
『
新
月
』）
へ
と
至
る
。
こ
の
三
作
品
に
よ
り
、
ル
ソ
ン
、

ビ
サ
ヤ
諸
島
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
と
い
う
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
主
要
三
地
域
を

舞
台
に
作
品
を
次
々
と
生
み
出
し
て
い
っ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
映
画
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
い
て
「
モ

ロ
」
と
呼
ば
れ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
を
め
ぐ
る
現
実
を
真
正
面
か
ら

取
り
上
げ
た
映
画
自
体
が
珍
し
く
、
そ
の
映
画
の
完
成
度
の
高
さ
と

合
わ
せ
て
画
期
的
な
作
品
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
主
な

片隅に置かれた人びとの
歩みを刻み、声を響かせる

宮脇聡史

【フィリピン】
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争
。
現
在
に
ま
で
至
る
数
百
年
に
及
ぶ
攻
撃
、
迫
害
の
歴
史
と
、
信

仰
と
誇
り
を
守
る
た
め
の
闘
い
。
そ
の
中
で
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
・

軍
へ
の
抜
き
が
た
い
不
信
が
醸
成
さ
れ
た
い
き
さ
つ
。
他
方
で
キ
リ

ス
ト
教
徒
と
の
共
存
、
宗
教
に
関
わ
り
な
く
襲
う
紛
争
に
よ
る
犠

牲
、
生
活
の
破
壊
、
難
民
化
。
宗
教
家
た
ち
に
よ
る
宗
派
を
超
え
た

和
平
努
力
。
登
場
人
物
が
こ
れ
ら
を
生
身
の
人
間
と
し
て
語
る
姿
が

描
か
れ
る
。
人
口
の
九
割
を
占
め
る
多
数
派
キ
リ
ス
ト
教
フ
ィ
リ
ピ

ン
人
の
多
く
に
は
理
解
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
現
実
の
生
々
し

い
描
写
と
表
現
は
、
画
面
上
に
そ
の
生
き
た
現
実
を
再
現
さ
せ
、
見

る
者
に
こ
れ
を
否
み
が
た
い
現
実
と
し
て
突
き
つ
け
る
。

ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
と
イ
ス
ラ
ー
ム
と
い
う
二
つ
の
宗
教
の
礼
拝

が
幾
度
も
並
列
的
に
描
写
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
二
つ
の
宗
教
に

属
す
る
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
尊
厳
あ
る
存
在
で
あ
り
、
両
者
の
相
互
理

解
、
友
好
関
係
の
促
進
、
そ
し
て
和
解
の
道
が
未
来
を
拓
く
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。
長
年
ミ
ン
ダ
ナ
オ
の
人
々
か
ら
自

分
た
ち
の
現
実
を
も
と
に
映
画
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
な
が

ら
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
自
分
に
資
格
が
あ
る
の
か
と
た
め
ら

い
、
映
画
を
撮
る
た
め
に
多
く
の
勉
強
を
含
む
準
備
を
し
て
き
た
と

い
う
監
督
の
思
い
は
、
特
に
脇
役
の
教
会
の
平
和
ワ
ー
カ
ー
の
宗
派

を
超
え
た
地
道
な
奉
仕
活
動
の
姿
に
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え

る
。
彼
も
愛
す
る
者
を
紛
争
で
失
っ
た
痛
み
を
抱
え
、
そ
れ
が
ゆ
え

に
、
和
解
の
た
め
の
働
き
に
従
事
す
る
者
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

無
辜
な
犠
牲
の
上
に
築
か
れ
る
和
解

こ
の
よ
う
に
、『
光
、
新
た
に
』
は
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
の
紛
争
の
現

実
と
、
そ
こ
に
生
き
る
人
々
の
誇
り
や
尊
厳
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

こ
れ
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
全
体
に
向
か
っ
て
訴
え
か
け
る
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
必
然
的
に
、「
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
」
と
い

う
国
民
に
向
か
う
志
向
が
明
確
に
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
映
画
の

中
で
幾
人
か
の
「
モ
ロ
」
が
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
」
を
他
者
と
し
て
と

ら
え
、「
モ
ロ
人
」
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
高
唱
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
代
弁
し
た
立
場
を
踏
ま
え
た
上
で
な
お
、
消
え
る
こ
と

の
な
い
も
の
で
あ
る
。
監
督
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
三
大
地
域
の
映
画
を

立
て
続
け
に
撮
る
に
至
っ
た
こ
と
も
、
そ
の
こ
と
と
は
無
関
係
で
は

な
い
だ
ろ
う
。

前
作
の
『
ム
ロ
ア
ミ
』
も
、
本
来
ビ
サ
ヤ
語
の
世
界
を
舞
台
に
し

な
が
ら
全
編
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
語
、
す
な
わ
ち
国
語
に
な
っ
て
い
る
よ

う
に
、『
光
、
新
た
に
』
で
も
、
ア
ラ
ビ
ア
語
が
混
じ
り
は
す
る
も

の
の
、
地
元
の
言
葉
で
は
な
く
基
本
的
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
語
で
一
貫
し

て
い
る
。
そ
れ
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
と
い
う
国
民
共
同
体
、
特
に
映
画

の
中
で
頻
繁
に
言
及
さ
れ
る
首
都
マ
ニ
ラ
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る

と
と
も
に
、
映
画
の
中
の
世
界
自
体
が
国
語
を
共
有
す
る
空
間
と

な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
モ
ロ
の
自
治
や
分
離
独
立
の
可
能

性
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
を
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
問

題
」
と
し
て
考
え
る
よ
う
自
然
と
促
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

理
由
で
あ
る
が
、
特
に
こ
の
原
稿
の
執
筆
時
点
（
二
〇
一
二
年
一
一

月
）
に
お
い
て
、
ひ
と
月
前
に
デ
ィ
ア
ス
＝
ア
バ
ヤ
監
督
の
訃
報
が

伝
え
ら
れ
、
そ
の
直
後
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
と
南
部
の
分
離
独
立
組

織
モ
ロ
・
イ
ス
ラ
ム
解
放
戦
線
（
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
）
の
停
戦
合
意
が
報
じ

ら
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
も
考
慮
し
て
い
る
。

ミ
ン
ダ
ナ
オ
に
生
き
る
人
々
の
過
酷
な
現
実

『
光
、
新
た
に
』
は
、
一
九
九
九
年
当
時
の
エ
ス
ト
ラ
ー
ダ
政
権

に
よ
る
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
と
の
全
面
戦
争
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
深
刻
な

事
態
に
つ
い
て
の
静
か
で
物
悲
し
げ
な
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
始
ま

る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
南
部
ミ
ン
ダ
ナ
オ
の
風
景
が
ゆ
っ
く
り
映
し
出
さ

れ
、
登
場
人
物
が
少
し
ず
つ
現
れ
る
。
主
人
公
の
老
母
、
妻
、
息

子
、
そ
し
て
マ
ニ
ラ
の
病
院
勤
め
の
主
人
公
が
徐
々
に
紹
介
さ
れ
る

も
、
私
兵
集
団
が
平
和
な
村
を
襲
い
、
息
子
が
流
れ
弾
で
絶
命
す
る

シ
ー
ン
か
ら
、
次
第
に
緊
迫
の
展
開
と
な
る
。
ゆ
っ
く
り
し
た
時
間

の
流
れ
の
中
に
突
如
畳
み
掛
け
る
よ
う
に
事
件
が
襲
っ
て
く
る
と
い

う
流
れ
は
独
特
の
切
迫
感
を
感
じ
さ
せ
る
。
伝
統
楽
器
を
活
用
し
た

音
楽
も
、
カ
メ
ラ
ワ
ー
ク
の
使
い
分
け
も
、
絶
妙
な
緩
急
を
通
じ

て
、
静
か
で
平
和
な
は
ず
の
人
々
の
暮
ら
し
が
突
如
揺
さ
ぶ
ら
れ
、

破
壊
さ
れ
、
引
き
裂
か
れ
て
い
く
様
を
生
々
し
く
伝
え
る
。

故
郷
に
帰
っ
た
主
人
公
は
母
や
妻
と
と
も
に
知
人
の
イ
ス
ラ
ー
ム

教
指
導
者
の
末
裔
の
と
こ
ろ
に
身
を
寄
せ
る
が
、
そ
こ
も
争
い
に
巻

き
込
ま
れ
、
追
い
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
再
び
野
山
を
さ
ま
よ
い
、
暴

力
集
団
化
し
た
民
兵
と
連
携
し
た
国
軍
も
信
用
で
き
な
い
な
か
、
行

き
場
を
失
っ
て
い
く
。
突
如
と
し
て
居
場
所
を
失
い
、
あ
て
ど
な
く

彷
徨
い
常
に
襲
撃
の
危
険
に
怯
え
る
。
あ
ま
り
に
過
酷
な
現
実
が
追

い
立
て
る
よ
う
に
次
々
や
っ
て
く
る
様
が
生
々
し
く
、
痛
ま
し
い
。

そ
こ
に
は
、
紛
れ
込
ん
だ
少
年
、
教
会
系
の
救
援
活
動
家
、
そ
し

て
難
民
の
中
に
も
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
妻
の
ひ
と
り
な
ど
の
キ
リ
ス

ト
教
徒
も
登
場
し
、
さ
ら
に
反
乱
軍
と
な
っ
た
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
の
民
兵
と

な
っ
た
主
人
公
の
兄
弟
と
そ
の
息
子
も
絡
ん
で
、
多
く
の
激
烈
な
議

論
と
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
の
物
語
が
交
錯
す
る
。
そ
の
中
で
、「
モ

ロ
」
と
呼
ば
れ
る
に
至
っ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
た
ち
が
フ
ィ
リ
ピ
ン

と
い
う
国
民
国
家
の
周
辺
的
な
存
在
と
し
て
統
合
さ
れ
る
に
至
る
歴

史
や
、
そ
こ
で
生
じ
た
深
刻
な
軋
轢
、
差
別
、
苦
難
、
そ
し
て
そ
こ

で
も
宗
教
を
超
え
て
共
存
し
、
共
闘
す
る
人
々
の
姿
が
表
現
さ
れ

る
。
同
時
に
、
紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
彼
ら
と
旅
を
と
も
に
す
る
こ

と
に
な
っ
た
少
年
や
現
地
に
配
属
さ
れ
た
ば
か
り
の
国
軍
少
尉
は
、

事
情
に
無
知
な
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
一
般
を
代
弁
す
る
よ
う
な
役
回
り
と

な
っ
て
い
る
。
彼
ら
や
マ
ニ
ラ
で
出
稼
ぎ
す
る
主
人
公
の
医
師
の
認

識
の
変
化
の
過
程
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
く
こ
う
し
た
啓
蒙
的
な
内

容
が
、
巧
み
な
ド
ラ
マ
展
開
の
中
に
濃
密
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。

か
つ
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
北
部
と
中
部
を
支
配
す
る
に
至
っ
た
ス
ペ
イ

ン
を
撃
退
し
た
誇
る
べ
き
過
去
、
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
抵
抗
と
敗

北
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
移
民
の
到
来
と
紛
争
、
先
祖
伝
来
の
土
地
の
喪

失
、
そ
し
て
一
九
七
〇
年
代
に
本
格
化
す
る
「
モ
ロ
」
の
独
立
闘



303 映画に見るアジアのナショナリティの揺らぎ 302

映
画
リ
ス
ト

『
光
、
新
た
に
』…
…
①Bagong Buw

an

〔
新
月
〕、
②
マ
リ
ル
ー
・
デ
ィ

ア
ス
＝
ア
バ
ヤ
、
③
二
〇
〇
一
年
、
④
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
⑤
フ
ィ
リ
ピ
ン

語
、
ア
ラ
ビ
ア
語
、
⑥
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
カ
ス
・
福
岡
国
際
映
画
祭
（
二

〇
〇
二
）。

『
ホ
セ
・
リ
サ
ー
ル
』…
…
①Jose Rizal

、
②
マ
リ
ル
ー
・
デ
ィ
ア
ス
＝

ア
バ
ヤ
、
③
一
九
九
八
年
、
④
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
⑤
フ
ィ
リ
ピ
ン
語
、
ス

ペ
イ
ン
語
、
⑥
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
カ
ス
・
福
岡
国
際
映
画
祭
（
一
九
九

九
）、
岩
波
ホ
ー
ル
（
二
〇
〇
一
）。

『
ム
ロ
ア
ミ
』…
…
①M

uro-A
m

i

、
②
マ
リ
ル
ー
・
デ
ィ
ア
ス
＝
ア
バ

ヤ
、
③
一
九
九
九
年
、
④
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
⑤
フ
ィ
リ
ピ
ン
語
、
⑥
ア
ジ

ア
フ
ォ
ー
カ
ス
・
福
岡
国
際
映
画
祭
（
二
〇
〇
〇
）。

著
者
紹
介

①
氏
名
…
…
宮
脇
聡
史
（
み
や
わ
き
・
さ
と
し
）。

②
所
属
・
職
名
…
…
大
阪
大
学
大
学
院
言
語
文
化
研
究
科
言
語
社
会
専

攻
・
講
師
。

③
生
年
・
出
身
地
…
…
一
九
六
九
年
、
神
奈
川
県
。

④
専
門
分
野
・
地
域
…
…
フ
ィ
リ
ピ
ン
地
域
研
究
（
近
現
代
政
治
史
・
宗

教
社
会
学
）。

⑤
学
歴
…
…
東
京
大
学
教
養
学
部
（
国
際
関
係
論
専
攻
）、
東
京
大
学
大

学
院
総
合
文
化
研
究
科
（
国
際
社
会
科
学
専
攻
）。

⑥
職
歴
…
…
東
京
基
督
教
大
学
講
師
（
二
〇
〇
一
〜
〇
七
年
）、
准
教
授

（
二
〇
〇
七
〜
一
二
年
）、
二
〇
一
二
年
四
月
よ
り
現
職
。

⑦
現
地
滞
在
経
験
…
…
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
二
九
歳
か
ら
三
〇
歳
ま
で
、
ア
テ

ネ
オ
・
デ
・
マ
ニ
ラ
大
学
フ
ィ
リ
ピ
ン
文
化
研
究
所
客
員
研
究
員
と
し

て
約
二
年
滞
在
。

⑧
研
究
手
法
…
…
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
公
式
の
教
え
と
活
動
の
政
治
的
な

意
味
を
主
な
研
究
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、
文
献
調
査
、
分
析
が
中
心
。

⑨
所
属
学
会
…
…
東
南
ア
ジ
ア
学
会
、
ア
ジ
ア
政
経
学
会
、「
宗
教
と
社

会
」
学
会
。

⑩
研
究
上
の
画
期
…
…
一
九
八
六
年
二
月
の
民
主
化
政
変
。
フ
ィ
リ
ピ
ン

に
お
い
て
は
政
治
・
経
済
・
社
会
の
転
機
と
な
る
と
と
も
に
、
全
世
界

的
な
い
わ
ゆ
る
「
民
主
化
の
第
三
の
波
」
と
呼
ば
れ
る
現
象
の
先
鞭
を

つ
け
た
、
初
め
て
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
全
国
中
継
さ
れ
た
民
主
化
政
変
で

あ
る
。

⑪
推
薦
図
書
…
…
青
山
和
佳
『
貧
困
の
民
族
誌
―
―
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ダ
バ

オ
市
の
サ
マ
の
生
活
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）。

⑫
推
薦
す
る
映
画
作
品
…
…『
プ
ロ
ミ
ス
』（
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
・
ジ
ャ
ビ

ロ
、
Ｂ
・
Ｚ
・
ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
グ
監
督
、
二
〇
〇
一
年
、
ア
メ
リ
カ
）。

ま
た
、
こ
の
映
画
は
、
過
去
二
作
と
の
連
続
性
を
感
じ
さ
せ
る
面

も
あ
る
。
い
ず
れ
も
セ
サ
ル
・
モ
ン
タ
ノ
演
じ
る
主
人
公
が
、
最
後

に
代
償
的
、
犠
牲
的
な
死
を
遂
げ
、
そ
の
死
を
き
っ
か
け
に
解
放
や

平
和
が
訪
れ
る
展
開
を
と
る
。
こ
こ
に
、
監
督
の
一
貫
し
た
理
想
、

あ
る
い
は
願
い
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
評
者
は
考
え
る
。
和
解
の
た

め
に
生
き
、
死
ん
で
い
く
こ
と
、
そ
こ
に
崇
高
な
も
の
を
見
出
す
、

そ
う
い
う
理
想
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
国
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で

さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
多
く
の
無
辜
の
犠
牲
が
あ
り
、
そ
の
上
に
現

在
の
国
の
姿
が
あ
り
、
今
な
お
多
く
の
犠
牲
が
払
わ
れ
続
け
て
い
る

が
、
せ
め
て
そ
の
犠
牲
の
上
に
平
和
な
世
の
中
を
築
い
て
い
く
こ
と

が
生
き
残
っ
た
者
た
ち
の
使
命
で
は
な
い
か
と
い
う
願
い
で
あ
る
。

現
代
の
キ
リ
ス
ト
受
難
叙
事
詩
と
し
て
の
映
画

義
人
の
死
が
平
和
や
問
題
の
解
決
の
端
緒
と
な
る
と
い
う
展
開

は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
少
な
か
ら
ざ
る
映
画
の
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
い

る
し
、
一
九
八
六
年
に
独
裁
者
マ
ル
コ
ス
を
追
い
詰
め
た
民
主
化
政

変
の
背
後
に
あ
っ
た
一
九
八
三
年
の
ベ
ニ
グ
ノ
・
ア
キ
ノ
元
上
院
議

員
の
惨
殺
へ
の
抗
議
、
さ
ら
に
は
一
八
九
六
年
の
ホ
セ
・
リ
サ
ー
ル

の
処
刑
に
対
す
る
人
々
の
激
高
に
も
同
様
の
モ
チ
ー
フ
が
反
映
し
て

い
た
と
指
摘
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
昨
今
で
は
二
〇
〇
九
年

の
コ
ラ
ソ
ン
・
ア
キ
ノ
大
統
領
の
闘
病
と
死
の
姿
が
相
次
ぐ
政
治
ス

キ
ャ
ン
ダ
ル
に
倦
み
疲
れ
て
い
た
人
々
の
思
い
を
高
揚
さ
せ
、
そ
れ

以
前
は
候
補
で
す
ら
な
か
っ
た
ベ
ニ
グ
ノ
・
ア
キ
ノ
三
世
の
二
〇
一

〇
年
大
統
領
選
圧
勝
に
つ
な
が
っ
た
面
が
あ
る
。
そ
し
て
い
ず
れ

も
、
一
九
世
紀
末
ま
で
の
三
百
余
年
に
わ
た
る
ス
ペ
イ
ン
統
治
時
代

以
来
、
人
々
の
文
化
の
底
流
に
あ
っ
た
世
界
観
、
現
地
語
の
キ
リ
ス

ト
受
難
叙
事
詩
「
パ
シ
ョ
ン
」
の
伝
統
に
つ
な
が
る
世
界
観
と
結
び

つ
く
よ
う
な
も
の
を
そ
こ
に
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
三
作
と
も
、
旅

を
し
、
迷
い
、
回
心
し
、
戦
い
、
死
ぬ
と
い
う
「
パ
シ
ョ
ン
」
と
類

似
の
流
れ
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
想
起
さ
せ
ら
れ
る
。
こ
の
映
画
の

こ
う
し
た
国
民
主
義
的
、
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
教
的
な
側
面
を
ど
う
評

価
す
る
か
は
一
つ
の
重
い
問
題
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
そ
れ

は
あ
く
ま
で
モ
ロ
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
声
を
濃
密
な
キ
リ
ス
ト
教

文
化
の
も
と
に
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
民
に
向
か
っ
て
発
し
て
い
く
と

い
う
な
か
で
の
こ
と
で
表
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
留
意
し
た
い
。

こ
の
映
画
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
入
手
が
困
難
な
こ
と
は
残
念
だ
が
、
英
語

の
字
幕
が
あ
り
、
入
手
で
き
れ
ば
フ
ィ
リ
ピ
ン
語
を
解
さ
な
い
方
に

も
鑑
賞
可
能
な
こ
と
は
幸
い
で
あ
る
。
機
会
あ
ら
ば
で
き
る
だ
け
多

く
の
方
々
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
う
。
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